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カザフスタン

共和国における

最近の石器時代研究



タルガト マミロフ
マルグラン記念カザフスタン国立
考古学研究所　副所長

●経歴
2004 年　アクトベ州立大学歴史学部卒業
2006 年　アル・ファラビ記念カザフ国立大学歴史学部考古学民族学専攻修士課程修了
2010 年　同博士課程に博士論文提出
　　　　『アラル -カスピ地域の旧石器』カザフ大出版会 2012 年
2004 年　マルグラン記念カザフスタン国立考古学研究所研究員
2021 年　同研究所アスタナ支部長
2022 年　同研究所副所長

●研究活動歴
2004 年以降　カザフスタン西部、中部、南部における考古学調査活動を監督。
2016 年以降　カザフスタン国内ではロシア（科学アカデミーシベリア支部民族学考古学
研究所）、ドイツ（チュービンゲン大学）、日本（奈文研）との国際共同遠征調査による
旧石器遺跡の発掘に参加。ウズベキスタンでの国際共同発掘にも参加。
現在　カザフスタン共和国教育科学省科学委員会の研究助成金で以下の研究を実施中。
「石器時代と青銅器時代のカザフスタン領土における古経済学と社会文化的プロセス」
「中央カザフスタンの部族と青銅器時代のカザフスタンの部族の民族文化的つながり」
「石器時代と初期金属時代のカザフスタン東部と南部の部族」
「カザフスタンの石器製作技術の進化 -中期・後期旧石器時代、中石器時代、新石器時代 -」

●講演要旨：
カザフスタンの石器時代は、ユーラシア中央部に位置する地理的な重要性から、どの時
期においても地球レベルの議論を引き起こしています。特にサピエンス拡散の問題に関
連して最近 10 年間はロシア、ドイツ、日本の国際共同遠征調査により南部と東部を中心
に多くの後期旧石器時代前半期の遺跡が見つかってきました。この流れを受けて、特に
最近 3年はカザフスタン国内の大学研究機関により新しい遺跡の発見と発掘が活発化し
ています。その中でも特に注目される調査研究成果をご紹介します。カザフスタン西部
の続新石器時代のデルクル 1遺跡、南部アルマトィ州の後期旧石器時代のウズナガッシュ
1、同 2遺跡、ラハット遺跡の進行中の調査研究についてお話します。


